
 

 

学校長 田 潤子 

 

ご協力 ありがとうございます 

先日から、授業参観や春の遠足、家庭訪問と、お忙しい中、ご協力いただきありがとうございました。 
各学年、徒歩での遠足でした。行先は、徒歩で行ける範囲なので、校区内や校区の近くでしたが、お家

の方が用意してくださったお弁当やお菓子をリュックに詰めて、どの学年の児童も、張り切って学校を出発
していきました。しっかり歩いて、しっかり遊んだ後に食べたお弁当は、格別においしかったことでしょう。雨

の日に挟まれた、とてもお天気のいい日で暑かったせいもあり、帰りは疲れ気味でしたが、みんなで行く遠
足は、子どもたちにとって、楽しい１日だったと思います。 

授業参観は、新しい学年、学級での参観で、子どもたちは、いつもより少し緊張しているようでした。子ど
もたちだけでなく担任や職員も、子どもたちに負けないくらいドキドキしていました。また、連休明けの家庭
訪問でお聞かせいただいたことを、今後の指導に生かし取り組んでいきたいと思います。ありがとうござい
ました。 

さて、沖縄や奄美地方では、早くも梅雨入りが発表されています。先週は雨の日が多く、和歌山も梅雨入
りが近いのかもしれません。和佐っ子たちは、そんな雨の日でも、変らず元気に学校ですごしています。 

学校生活に慣れてきた１年生たちは、学校中のお兄さんやお姉さんたちに親切にしてもらっています。朝
の登校時には、１年生の歩幅に合わせ歩いてくれている姿を見かけます。掃除の時間には、６年生が手伝
いに来てくれています。先日は、生活科の学習で、2 年生が１年生に学校の中を案内してくれました。 

２年生も、去年１年生のときは、２年生のお世話になって学校探
検をしました。今年は、いよいよ自分たちが連れていくということで、
うれしいような、１年生にどう接すればいいのか不安そうな、そんな
複雑な面持ちで教室を出発していきました。 

教室に戻ってきたときには、不安な表情は消え、どの子も満足そ
うな、いい笑顔でした。 

子どもたちにとって、このような経験が、思いやりの気持ちや責任
感、自信を持つことに繋がっていってくれればと思います。 

 

お願い 

  地域の方々には、いつも和佐の子どもたちの安全について、ご協力いただいています。おかげさまで今の
ところ大きな事故もなく、子どもたちは安心して登校できています。ありがとうございます。 

 先日、交通指導員の方が、「通学路を通っていない児童がいる。通学路ではないところで、用水路の水か
さが多く流れが速いため、危険な道もある。」ということを教えてくださいました。本日「用水路の増水に伴
う通学路変更のお願い」をお配りしましたが、これから、用水路の水量が増えてくる時期でもあります。 
 また、地域の方から「公園ではなく、家の前でボール遊びをしていて危険である。」「遊びに夢中になり急

に自宅前より飛び出してきて危ない。」と、子どもたちの安全を気にかけてくださる声も届けられています。 
 学級でも、登下校の安全について、放課後の遊び方について指導させていただいているところです。お家
の方でも、子どもたちにお話していただければありがたいです。よろしくお願いいたします。 
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